
（所属は2014年度末現在）

9:30 - 9:35 複合 CIAS所蔵資料の活用 柳澤　雅之　（地域研）

個別 書誌情報データベースの地域情報学的新展開を探る 帯谷　知可　（地域研）

複合
ユニット

ポストグローバル化期における国家社会関係 村上　勇介　（地域研） 個別
『乾隆京城全図』と空間画像史料を用いた「華北・北京歴史
データベース」の構築

北本　朝展
(国立情報学研究所)

個別
ユニット

ポスト・グローバル化期の教育に関する国際比較－新自由主
義、子どもの権利、国家の役割の再編

押川　文子　（地域研） 個別 映画に見る現代アジア社会の課題 篠崎　香織
(北九州市立大学外国語学部)

個別
地域内多様性と地域間共通性の比較政治経済分析－ポスト
社会主義国を軸として

仙石　学
（北海道大学スラブ･ユーラシア研究センター）

個別 脱植民地化期の東南アジア・ムスリムの自画像と他者像 坪井　祐司　(東洋文庫）

個別 中東とラテンアメリカにおける体制転換の比較研究 末近　浩太
(立命館大学国際関係学部)

個別
ユーロ危機下における南欧諸国のガヴァナンス変容－東欧
諸国との地域間比較の視点から

横田　正顕
(東北大学大学院法学研究科)

15:25 - 15:40

複合 地域環境とグローバルな持続可能性への挑戦
Wil de Jong　（地域研）
柳澤　雅之　（地域研）

複合 災害・紛争と復興 西　芳実　（地域研）

個別
熱帯森林利用のローカル・ガバナンスの可能性に関する地
域間比較研究

阿部　健一
(総合地球環境学研究所)

個別
「小さな災害」アプローチによる紛争・災害に強い社会づくり－災害地域情報
マッピングシステムを活用した社会問題の早期発見・早期対応 西　芳実　（地域研）

個別 アフリカにおける地域植生と植物利用の持続可能性
山本　佳奈
(京都大学学際融合教育研究推進センター総合地域研究ユニット臨
地教育支援センター)

個別
社会紛争の総合分析に基づく解決・予防の研究－ラテンアメ
リカの事例から

村上　勇介　（地域研）

複合 宗教実践の時空間と地域
林　行夫（地域研）

小林　知（京都大学東南アジア研究所）
複合 記録・記憶と社会の再生 谷川　竜一　（地域研）

個別 移動と宗教実践―地域社会の動態に関する比較研究 小島　敬裕
（京都大学東南アジア研究所）

個別
災厄からの再生のための記録と記憶の〈場〉－災害・紛争後
の記憶をつなぐ実践・支援とその可能性

寺田　匡宏
（総合地球環境学研究所）

個別
「功徳」をめぐる宗教実践と社会文化動態に関する比較研究
－東アジア・大陸東南アジア地域を対象として

長谷川　清
(文教大学文学部)

個別 建築を通したポピュラー文化の記憶の場の構築力の解明 山中　千恵
(仁愛大学人間学部)

個別
南欧カトリシズムの変容と福祉ビジネスの展開に関する地域
間比較

藤原　久仁子
(大阪大学大学院言語文化研究科)

個別
メディアの記憶をめぐるウチとソト-多声化社会におけるつな
がりと疎外の動態

王　柳蘭
（地域研/京都大学白眉センター）

個別 宗教実践における声と文字－東南アジア地域からの展望 村上　忠良
(大阪大学大学院言語文化研究科)

11:45 - 13:15 複合 地域研究方法論 山本　博之　（地域研）

個別 物語を基にしたコミュニティづくりを目指す地域研究 笠井　賢紀
（龍谷大学社会学部）

複合
「地域の知」の情報学－時間・空間・語彙に注目した地域情
報学の展開

原　正一郎　（地域研） 個別 アジアと日本を結ぶ実践型地域研究 安藤　和雄
（京都大学東南アジア研究所）

個別 地域に関する時空間基盤情報の収集・蓄積 関野　樹
(総合地球環境学研究所)

個別
官公庁や民間企業やマスコミと接合される地域研究の方法
論の検討

立岩　礼子
（京都外国語大学京都ラテンアメリカ研究所）

個別
地域研究データにおけるトピックの検出と時空間変化に関す
る研究

山田　太造
（東京大学史料編纂所前近代日本史情報センター）

個別
学術論文のマッピング・システムを通じた地域情報の統合と
共有化

山本　博之　（地域研） 17:30 - 17:55

17:55 - 18:00

複合 非文字資料の共有化と研究利用 貴志　俊彦　（地域研）

個別
写真雑誌に見る第二次世界大戦期の記憶とジェンダー・エス
ニシティの表象分析

杉村　使乃
(敬和学園大学人文学部)

個別 20世紀前半のサハリン島に関する歴史的記憶 兎内　勇津流
（北海道大学スラブ･ユーラシア研究センター）

個別
集合的記憶と中東欧地域の音楽－比較研究に向けての
データベース構築

福田　宏　（地域研）

プログラム

総　　　評　（25分）

質　疑　応　答　（8分） おわりに：　地域研究統合情報センター長　原　正一郎　（5分）

13:55 - 14:35

質　疑　応　答　（8分）

　【地域研究方法論プロジェクト】　　16：50　-　17：30

昼　　食　　休　　憩　（90分）

16:50 - 17:30

【地域情報学プロジェクト】　　13：15　-　15：25

13:15 - 13:55 質　疑　応　答　（8分）

質　疑　応　答　（6分） 質　疑　応　答　（6分）

10:55 - 11:45
16:10 - 16:50

質　疑　応　答　（6分）

質　疑　応　答　（10分）

質　疑　応　答　（10分）

休　　　　　憩　　（15分）

質　疑　応　答　（10分） 【災害対応の地域研究プロジェクト】　　15：40　-　16：50

10:25 - 10:55 15:40 - 16:10

2014年度 京都大学地域研究統合情報センター共同利用・共同研究報告会　　　　於 稲盛財団記念館大会議室（333号室）　2015年4月26日（日）　9：30-18：00

 趣旨説明:　共同利用･プロジェクト構想委員会委員長（2014年度）　村上　勇介　（地域研）

14:35 - 15:25

【相関地域研究プロジェクト】　　  9：35　-　11：45

9:35 - 10:25
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